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投票参加に関する世代間格差 
ー政治関心の質的側面に着目してー 

 
秦　正樹（神戸大学大学院・法学研究科　博士課程後期課程３年） 

♦　はじめに 

♦　データと方法 

♦　分析結果 

♦　分析枠組み 

♦　結論と含意 

♦　参考文献 

（１）人はなぜ，政治へ関心を持つのか？ 
l   政治的社会化の帰結 (Campbell et al., 1960） 
l   政治イメージにもとづく関心の変動（稲増 2009）  

（２）　政治関心と政治参加 
l    政治関心と投票参加の比例的関係 (蒲島 1988ほか) 
l    ライフサイクルによる加齢効果の重要性（Highton and 
Wolfinger 2001）  

【問題点】 
l   政治関心の操作的定義に関する課題 
→「あなたは，ふだん『政治』に関心がありますか？」で
は，ここでの『政治』の意味が曖昧すぎる。 

l 「政治関心→投票参加」の因果関係に関する課題 
→  先行研究では，理論が不在のため相関化している。 
　「なぜ，政治関心が高いと投票に参加するのか？」とい
う因果メカニズムが示されていない 

１．質的に異なる政治関心の効果 
 
 ①仮説１：△ →  微弱ながら，全体的関心の影響が確認できる 
 ②仮説２：○ →  関与的関心の強い効果がみられる 
	


２．なぜ，世代間で投票参加が異なるのか？ 
	

l 　主に関与的関心の効果が世代間で異なることが主因 
l 　若者の投票率向上のためには，内発的な意識づけが必要 
 

【課題】　　関与的関心の効果が「なぜ」世代で異なるのか？ 
 

☆　利用するデータ 
①　調査名 
 2012年総選挙における有権者
の意識調査（WEB調査） 
②　対象 
　全国20～79歳の男女 2000人 
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１．『モチベーション』としての政治関心 
l   「政治関心＝投票参加の動機(motivation)」と再定義 
l 　動機づけ理論にもとづく政治関心の効果を分析 
　→　自己決定理論(下図)による動機(Deci & Ryan 1985) 
 

 
 
 
 
2．政治関心の質的分解：関心の“方向”に着目 

l 　関心を向ける方向 
p  全体的関心：『政治空間全体』に対する関心 
→ 受動的・抽象的・外発的：社会化・動機（弱） 
p  関与的関心：『自身の参加』に対する関心 
→ 能動的・具体的・内発的：ライフサイクル・動機（強） 
 

３．導出される仮説 
p 仮説1：若い世代ほど，全体的関心が投票参加を規定する 
p 仮説2：年を経るごと，関与的関心が投票参加を規定する 
 
　　　【全体的／関与的関心の操作的定義：合成尺度】 

 
 
 
 
 
 
　 

 
 
 
 
 
 
 
 

③　実施時 
　2012年12月17日～12月21日 
 

④　調査主体 
　善教（東北大）・坂本（関西大） 
　・秦（報告者）の共同調査 
　→ ㈱ 楽天リサーチのパネル利用 
 
☆　推定方法：　ロジット推定 
 
 

【RQ】 
 
  なぜ世代間に
よって，政治関心
が投票参加に与え
る効果は異なるの
か？ 
 
 

質的に異なる２つの関心が投票参加に与える影響 
（左図：関与的関心，右図：全体的関心） 

♦　先行研究の整理と検討 

(低)  (高)
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→内発的

行動の実現性
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☆　シミュレーション（モデル３） 

４．分析の準備 
l   全体的／関与的関心と年齢の交互作用項：IV 
l   投票参加（1=投票参加，0=棄権）：DV　　　 
l   性別・教育程度・年収・職業（正規/非正規/無職)：CV 

	


全体的関心 関与的関心
①　ふだんから政治に関心はある ①　ゆとりができれば政治に参加したい
②　家族・友人と政治的会話をする ②　デモなどに参加してみたい
③　新聞・TV報道はチェックする ③　重要な選挙では極力投票に行く
④　身近な政治問題には注目している
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